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選 ん で 紹 介 し た。
ニュースに関する予備
知識を補うため，また，
他メディアとの比較の
意図も込めて，2009年11月13日付の朝日新聞にまとめ
られた記事を，番組映像を見る前に紹介しておいた。
　学習の中で扱ったニュース番組は，11月13日放送の
「ニュース７」（ＮＨＫ），「ＮＥＷＳ23」（日本テレビ）
である。実際にニュース番組を視聴するに当たっては，
きたい。
４．実践２－６年「メディアを学ぶ」
　ニュース番組を読み解こう―　学校図書６年下
（１）授業の構想
①単元について
　世の中には多くのメディアがあふれ，メディアを通
じて，日々，多くの情報，さまざまな他者の言葉がや
りとりされている。特に報道メディアには，事実を客
観的に見つめ，制限された枠組みの中で情報を効果的
に伝えていく使命がある。本単元では，ニュースを題
材として扱い，ニュースを読み解くことによって，メ
ディアの特性や効果的な情報伝達の手法を理解するこ
ととともに，発信者の意図を込めた情報発信について
学習していくこととした。また，ニュースを読み解い
ていく過程では，情報を受ける側の判断の大切さにつ
いて学習することにも留意した。
　指導の際には，実際にニュース番組を分析すること
を通して番組構成をつかみ，その伝達手段としての特
徴や工夫を学ぶことができるようにした。また，単元
の後半では，ニュースの報道を想定した原稿を作成す
ることによって，情報発信の工夫を体験的に理解して
いくとともに，情報の担い手と受け取り手の意識につ
いても学習していくようにした。自分たちの作成した
原稿を比べ合う活動を通して，情報の加工の仕方や，
そのことによる受け手の印象の違いについても学ぶこ
とのできる機会とした。たくさんの他者の言葉が，私
たちに多くのことを伝えようとしている中で，情報を
発信する側の意図を汲み取り，自分の考えで情報を判
断し，選択しながら生活していくことの大切さをとら
えさせるようにした。
②目標
○さまざまなメディアに興味を持ち，自分の感じ取っ
た感想を表現することができるようにする。
○わかりやすい表現を工夫して話したり，相手の意図を
つかみながら聞いたりすることができるようにする。
○発信者の意図をとらえながら情報を受け取り，それ
に対する自分の考えを持つことができるようにする。
○グループで協力して学習を進めたり，メディアへの
理解を深めながら，お互いの考えを認め合ったりす
ることができるようにする。
③学習計画（全８時間）
第１次　ニュースについて考えよう…１時間
第２次　ニュースを読み解こう………６時間
　　　・ニュース番組から学ぼう……２時間
　　　・ニュースを伝えよう…………４時間
第３次　ニュースを伝え合おう………１時間
― 165 ―
向けて，運営に携わった６年生の視点からの報道を工
夫しながら構成を行っていた。
〈第３次　ニュースを伝え合おう〉
　実際に自分たちがニュースの流れを考え，意図を
持って制作したニュースを見合い，それぞれの工夫に
ついて感想を述べ合う活動を行った。
　作成した原稿に従って，デジタルカメラの動画機能
を使用して撮影を行った。今までに他の学習で学んだ
技術を生かして編集も行った。
（３）学習を振り返って
　今回の学習では，自分たちが直面した題材を扱い，
学習の中で学んだことを実際に表現する場を設定して
いく事で，学んだことを自分の活動の中で生かしてい
くことができた。また，学習の中で，ニュース番組か
ら情報を発信する他者，ともにニュースを制作する学
習者や，自分たちのニュースを伝える相手など，多く
の他者の存在を意識して学習を進めることができた。
　しかしながら，学習面では，他の学習の積み重ねが
なければこんなに短時間での実践は難しいことである
し，ニュースとしての完成度に関しても「ニュースごっ
こ」の域を出ていないものも見られる。
　本実践を踏まえ，学習の意図をさらに明確化し，学習者
にとって必要感のある活動を設定して行くことの大切さを
感じている。教育活動全般を見渡し，より適切な場を設定
しながら有効な単元を設定していきたいと考えている。
５．考察
　ここでは，先に挙げた５点の単元構成上の留意点の
うち，３点について考察する。
（１）多様な他者の言葉との出会い
　子どもたちは，学習の中で，他者の言葉に出会うこ
とによって自分の言葉を豊かにしている。そこで，学
習のねらいに合わせて，さまざまな他者の言葉に出会
うことができるようにした。
　４年生では，単元の中に，留学生との交流や関連資
料の読み取りを位置付けることによって，教材文に書か
れている内容を再度吟味させ，筆者の主張についてより
①ニュースの内容，②映像，③音声，④テロップの４
点に気をつけて視聴するように促し，それぞれの気づ
きを共通点，違いの観点からニュース番組の工夫を整
理させるようにした。
　「子どもたちの気づき」
違いについて
・１つのニュースの中でも，区切りがはっきりしてい
るものと，話の中でつなげていくものとがあった。
・どちらもテロップが使ってあるが，色を使い分
けていて，大事なところがわかるようになって
いるところがあった。
・「ニュース７」はオバマ大統領のことが中心だっ
たが，「ＮＥＷＳ23」は日本とアメリカの関係
みたいなものが中心だった。
・インタビューをするところが違う。「ニュース
７」では街の人へインタビューしていてたくさ
んの人の話を聞けたけど，「ＮＥＷＳ23」では
１人がいろんな話をしていた。
・映像の量が違っていた。
・１つめのニュ−スでは，映像とアナウンサーの
話が分けられていたが，２つめでは映像を流し
ながらアナウンサーが話をしていた。
共通点について
・どちらもインタビューが入っている。
・くわしい人（解説者）の意見や説明が入っていた。
・どちらもオバマ大統領が飛行機から降りてくる
映像から始まっていた。
・内容が変わるごとにテロップが出ていた。
・テロップではその人の言ったことの内容を短く
まとめ，必要なところだけが書いてあった。
・テロップや映像の後にくわしい説明がされている。
　違いについて交流する中で，ニュース番組の放映時
間の違いから会談に入った直後のものと，会談が終
わった後で話題の内容が違っていることを指摘する子
どもも出てきた。また，２つの番組の違いからは，伝
える側の意図によって番組の構成が変わること，そし
て，共通点からはニュース番組に構成の特徴や工夫な
どが，子どもたちの感想として表されていた。
○ニュースを伝えよう
　ニュース番組を見ることから出てきた気づきを生か
し，実際に題材を設定してニュース番組作りを体験す
る活動を行った。
　今回は，共通した題材を設定し，学校行事として行
われた集会活動をテーマとした。本校の子どもたちに
報道する事を意識し，参加できなかった子どもたちに
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ものと考える。
　国語科で扱うことのできる内容には限界があるかもし
れない。しかしながら，学習者を取り巻く環境を考慮し，
他者を意識した学習を重ねていくことが，教育活動全体，
さらには実生活の場面とかかわりながら「言葉の世界を
ひらく」ことにつながっていくものと考えている。その
ためにも，さらに多様な実践を積み重ねていきたい。
６．おわりに
　「実生活で生きて働く国語の能力」の育成や「児童
主体の言語活動」の推進は附属三原学園とってけっし
て新しい課題というわけではない。かねてより「協同」
「創造」ということを鍵にした実践を展開してきたわ
けであり，「新指導要領」に応じていくということは，
そうしたこれまでの営みを振り返りながらいっそうの
充実を図ることを意味している。
　単元「くらしを見つめて」（４年）も単元「メディ
アを学ぶ」（６年）も，それぞれ「実生活」における「言
語活動」に焦点を当てた実践であった。生活場面から
切り離された知識（knowledgeoutofcontext）の習
得に向かうのではなく，さまざまな生活上のコンテク
ストで生きて働く知識（knowledge inaction）に向
かうことを目指した。その営みが，友だちと−共に−
考えることを可能にする場のなかで実践されていった
ことに大きな意義があったと言ってよい。
　前項でまとめたように，「くらしを見つめて」では
食を焦点にした異文化理解を含み込みながら，「メディ
アを学ぶ」ではメディアの様式とその働きを学びなが
ら，いずれも子どもたちはさまざまな「他者の言葉」
と出会い，未知と既知とのあわいに立ちながら，新た
な発見を手に入れたと思われる。そのような発見こそ
が，まさしく「生きて働く知識」を生むのである。
　協同的な学びのなかで「生きて働く知識」を生み出
すことの方向性を堅持しながら，学習者の言葉を育て
ていくということがさらに必要である。そして，協同
的な学びであるからこそ，学びの課題の内，各自が求
める部分と共有する部分とかかわりを探っていく必要
もあるだろう。そうすることが，「言語活動」の充実
を図りながら「生きて働く国語の能力」を育てるため
に重要なことであり，それは新学習指導要領に向かう
ためにも大切なことである。
引用（参考）文献
１）松山雅子編著『自己認識としてのメディアリテラ
シー』教育出版，2005年．
２）Applebee,ArthurN.,Curriculum as Conversation,
UniversityofChicagoPress,1996.
深く考えさせることができた。また，教材文の筆者の工
夫を調べ学習の発表原稿に活用させることができた。
　６年生では，学習活動の中で，多くの他者の存在を
意識して学習を進めることができた。
　このように，子どもたちを取り巻く現実社会の中の言
葉を教材として取り上げることは，授業で学んだことを
生活に生かしたり，生活中の言葉を意識化したり，大切
にしたりしようとする気持ちにつながると考える。
（２）コミュニケーションを大事にした協同的な学び
　子どもたちは，それぞれの授業において，他者との
交流をとおして，自分の考えを広げたり深めたりして
いる。そこで，一人ひとりに自分の考えを持たせるこ
とを大切にするとともに，交流の場では，他者の発言
にかかわりながら自分の意見を述べたり，自分の考え
を見つめ直したりさせた。
　４年生では，自分たちが調べた国の食文化について，
ポスターにまとめて発表する際，グループでの交流を
取り入れて，調べたいことを明確にさせ，より効果的
なまとめ方を工夫させるようにした。
　６年生では，グループごとに，実際に自分たちが
ニュースの流れを考え，ニュースを制作していった。
そして，各グループが意図を考えながら制作した
ニュースを見合うようにした。
　このように，授業の中にさまざまな学習形態を仕組
むことによって，他者とのコミュニケーションを大事
にした協同的な学びを体験させることができた。
（３）表現を磨き合う場の設定
　子どもたちは，表現することを繰り返し経験するこ
とによって，表現力を伸ばすことができる。また，表
現することは，他者に自分の思いを伝えるとともに，
自分の考えを自分自身に問いかけ確かめ，学習を深め
ることにつながる。そこで，単元や授業の中にさまざ
まな表現の場をつくることによって，これまでに培っ
てきた言葉の力を確かめさせるとともに，よりよい表
現の仕方を身に付けさせるようにした。
　４年生では，説明文の読み取りで，「文化」という言
葉の意味について，３段落構成の簡単な説明文を書い
てみることによって，筆者の伝えたいことを具体的に考
えさせるようにした。また，教材文の筆者のさまざまな
工夫を，調べ学習の発表原稿に生かさせるようにした。
　６年生では，学校行事として行われた集会活動をテー
マとして，本校の子どもたちに報道する事を意識し，参加
できなかった子どもたちに向けて，運営に携わった６年生
の視点からの報道を工夫しながら構成を行っていた。
　これらは，新学習指導要領にも示されている「基礎
的・基本的な知識・技能を活用して課題を追究するこ
とのできる国語の能力を身に付ける」ことにも通じる
